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1. マウス腹腔細胞より， 22.5% メトリザミド比重遠心法を用いて腹腔マスト細胞を精製した。
2. 腹腔マスト細胞を，抗DNP Cdinitrophenol )ーマウス IgE 抗体とともにインキュベートし，マス
ト細胞を感作した。





5. 完全に脱頼粒したマスト細胞 1 個を，マスト細胞増殖因子であるインターロイキン 3 (l L-3) ，およ
びインターロイキン 4 (IL-4) 存在下にメチノレセルロース中で培養し，マスト細胞クラスターの出
現率を調べた。




1. 1 gE 感作マスト細胞は，抗原の刺激により，好塩基性頬粒を放出し，約 64%のヒスタミンを遊離し
た。個々のマスト細胞の脱頼粒の程度は均一でなく，抗原刺激マスト細胞は種々の形態を示した。










正常の成熟マスト細胞の形態を示す乙とより in vivo においてマスト細胞の脱頬粒一頼粒の再合成とい
うサイクノレの存在する乙とが示唆された。
論文審査の結果の要旨
成熟マスト細胞は，その表面に高親和性 IgE レセプターを有し乙のレセプターに結合した IgE 分子ど
うしが抗原により架橋されると好塩基性頼粒やその中に含まれているヒスタミンなどの生理活性物質が放
出されるo
本研究において，完全に脱頼粒したマスト細胞 l 個が， in vitro , in vivoの実験系を用いて増殖しう
る能力を持つ乙とが明確に示された。さらに， ß賠額粒しマクロフアージ様の形態を示したマスト細胞がマ
ウス皮内において増殖し，正常の成熟マスト細胞の形態を示す乙とより， in vivo におけるマスト細胞の
ライフサイクルのーっとして脱頼粒一増殖一頼粒の再合成というサイクルの存在する乙とが示唆された。
これはマスト細胞の機能後の運命について新い、所見を加えたもので学位論文に該当すると思われる。
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